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救急医療を守るために
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正しく理解して。認知症
11月1日は市制施行記念日です
下水道使用料を改定しました
新成人を祝う集いを開催します
11月11～17日は｢税を考える週間｣
歳末配分事業が申請方式に変わります
生涯学習カレンダー（11・12月）
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ふるさと納税で
飛驒高山を
応援してください
いただいた寄附金は、
魅力ある高山のまちづくりに
活かします。
（問合先 企画課　35-3131）

赤ちゃんの手ってやわらかい
（中学生と乳幼児親子ふれあい事業

「赤ちゃんとあそぼう！」）
10月8日撮影・高山地域
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24
時
間
体
制
で
救
急
医
療
に
対
応

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
心し

ん

筋き
ん

梗こ
う

塞そ
く

や
脳の

う

卒そ
っ

中ち
ゅ
う

な
ど
生
命
の
危
険
に
直
結
す

る
患
者
の
救
命
医
療
を
目
的
に
設
置
さ

れ
て
い
る
医
療
機
関
で
す
。セ
ン
タ
ー
は
、

重
症
患
者
や
複
数
の
診
療
科
に
わ
た
る

す
べ
て
の
重
症
救
急
患
者
に
、
高
度
な

救
急
医
療
を
24
時
間
体
制
で
総
合
的
に

提
供
で
き
る
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
救
急
医
療
は
、
一
次
救
急
か

ら
三
次
救
急
ま
で
の
3
種
類
に
大
別
さ

れ
ま
す
。
休
日
や
夜
間
の
入
院
治
療
を

要
し
な
い
軽
症
患
者
へ
の
対
応
が
一

次
、
手
術
や
入
院
な
ど
が
必
要
と
さ
れ

る
患
者
へ
の
対
応
が
二
次
、
生
命
の
危

険
に
直
結
す
る
重
度
の
患
者
へ
の
対
応

が
三
次
で
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
三

次
の
救
急
医
療
機
関
に
位
置
づ
け
ら
れ

ま
す
。（
3
ペ
ー
ジ
表
│
③
参
照
）

　

県
内
に
は
5
つ
の
病
院
に
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

の
1
つ
が
飛
驒
地
域
で
唯
一
の
機
関
と

し
て
、
高
山
赤
十
字
病
院
に
平
成
4
年

12
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

夜
間
の
診
療
体
制
は
、
医
師
4
人
、

看
護
師
２
人
、
薬
剤
師
・
医
療
技
師
な

ど
4
人
の
計
10
人
と
そ
の
他
の
待
機
体

制
で
救
急
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
救
急
医
療
の
現
場
で
は
、

小
児
科
医
が
不
足
す
る
な
か
で
、
小
児

や
比
較
的
症
状
の
軽
い
患
者
が
夜
間
や

休
日
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
集
中

し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
が
増
大
し

て
い
ま
す
。（
表
│
①
、
表
│
②
参
照
）

　

さ
ら
に
、
医
師
に
は
月
に
約
4
回
の

当
直
が
あ
り
、
当
直
明
け
後
も
通
常

限
ら
れ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
運
営

きしむ
救急医療
負担増す救命救急センターの現状

　突然の病気や大けがをしたときに必要な救急医療。
現在、全国各地で医師不足などにより地域医療の崩
壊が進んでいるといわれていますが、私たちの暮ら
す地域の救急医療システムは大丈夫なのでしょうか。
　今月号では、飛驒地域における救急医療の現状に
ついて紹介します。

出動する救急車。24時間体制の業務には昼も夜もありません

高山赤十字病院救命救急センターの窓口。本来は二次救急医療機関
では対応できない重症患者を受け入れます
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救命救急センター受診者数の推移

H16 H17 H18 H19

総数
16,452

2,317

16,032 16,678
15,095

2,294 2,445 2,388

（人）

（年度）

資料：高山赤十字病院

入院

表－①
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特集 救急医療を守るために
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一
方
、
救
急
医
療
を
考
え
る
と
き
、

切
り
離
せ
な
い
の
が
救
急
車
の
存
在
で
す
。

　

救
急
車
の
出
動
件
数
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
平
成
19
年
の
件
数
は

３
２
２
４
件
で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

49
件
増
加
。
市
民
の
30
人
に
１
人
が
救

急
車
の
出
動
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
4
ペ
ー
ジ
表
│
④
参
照
）

　

平
成
19
年
に
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

た
方
の
う
ち
、
重
症
患
者
は
2
割
弱

で
多
く
は
症
状
の
軽
い
方
で
す
。
症

状
が
軽
い
方
の
中
に
は
、
タ
ク
シ
ー

タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車

救急医療連携のしくみ

初期（一次）救急
・高山市休日診療所（日・祝日） 
・在宅当番医制  ※１ 
  　久美愛厚生病院（月・木）
　　飛驒市民病院（火・水・金・土・日） 
・小児夜間初期救急診療支援室（新設）
　　久美愛厚生病院（金）　

二次救急
・病院群輪番制  ※２
  　飛驒市民病院（月・木）
  　久美愛厚生病院（火・水・金・土・日）
　
 

三次救急
・救命救急センター 
　　高山赤十字病院救命救急センター

救急患者

救急車

※１ 入院を必要としない比較的軽症の患者を診療するため、医
　　療機関が当番日を決めて診療を確保する制度
※２ 手術や入院治療を必要とする重症患者を受入れるため、病
　　院が当番日を決め診療・専用病床を確保する制度

表－③

＊入院を必要としない救急患者

＊入院治療を必要とする重症救急患者

＊生命の危険に直結する重症救急患者

飛
驒
地
域
で
唯
一

救
急
・
災
害
時
の
最
後
の
砦と

り
で

み
な
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に

適
正
な
救
急
車
の
利
用
を

　医師・看護師不足、さらに医療経
済の悪化はとても深刻で、救急医療
体制を縮小する地域が増えています。
しかし、当院は飛驒地域の最後の砦
として、｢いざというときに｣住民のみな
さんが安心して暮らせるようにスタッフ
一同24時間365日対応しています。
　｢お大事に｣ ｢ありがとう｣の関係が、
飛驒地域唯一の救命救急センターを
守る大きな力になります。ご理解とご
協力をお願いいたします。

　消防署員になって17年になります。
勤務中は常に緊張感を持ち日々過ご
しています。災害現場へ向かう車両
の中では、指令室から入ってくる無線
情報をもとに、患者の症状などをイメー
ジして現場に向かいます。
　救急車は本来、命に関わるような
病気やけがをした方を一刻も早く病院
に搬送するためのものです。みなさん
自身の安心のために、救急車の適正
な利用をお願いします。

高山赤十字病院救命救急センター長

白
しろ

子
こ

 隆
たか

志
し

さん
高山消防署救急課

中
なか

西
にし

 和
かず

也
や

さん
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（％） 救命救急センター受診者の年齢別割合（H19）

25.2

9.6 10.4

6.8
8.3 9.2 9.1

12.0
9.4

資料：高山赤十字病院

表－②

勤
務
と
な
る
た
め
、
疲
労
感
も
増
し
て

い
ま
す
。
本
来
、
病
院
と
し
て
提
供
す

べ
き
救
急
医
療
体
制
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

現場から
の
声

現場から
の
声
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代
わ
り
の
よ
う
に
救
急
車
を
呼
ば
れ

る
方
も
い
ま
す
。

　

救
急
を
要
さ
な
い
軽
い
病
気
や
け

が
で
の
救
急
車
利
用
は
、
本
当
に
救

急
車
を
必
要
と
す
る
方
の
対
応
が
遅

れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
適
正
な

利
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

救
急
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

医
療
は
、
医
療
関
係
機
関
の
努
力
と

市
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
が
あ
っ
て

こ
そ
、
成
り
立
っ
て
い
く
の
で
す
。

　市では、｢高山市地域医療検討会
議｣を設置して、高山赤十字病院、
久美愛厚生病院と連携をとりながら
救急医療をはじめとする医療環境の
充実を支援しています。
　今年度は特に、産科、小児科、
麻酔科などの医師確保の支援や医
療スタッフの働きやすい環境づくりの
ために、助成制度を拡充しました。
　今後も市民のみなさんが安心して
医療を受けられるよう地域医療の確
保と充実に努めていきます。

（金額は平成20年度予算）

安
心
し
て
頼
れ
る
環
境
を
守
る
た
め

市
も
全
力
で
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す

○救急医療体制への支援　7,200万円
　（高山市・飛驒市・白川村が共同負担）
 ・在宅当番医制運営費
 ・病院群輪番制病院運営費
 ・救命救急センター運営費
○医師確保などへの支援　１億400万円
 ・臨床研修医など募集に対する助成
 ・非常勤医師確保に対する助成
 ・高度医療機器の整備に対する助成
 ・院内保育の運営などに対する助成
 ・臨床研修医の研修などに対する助成
○国保診療所の運営　6億3,900万円
 ・15カ所の診療所（出張所含む）

小児救急の確保に
夜間診療室を開設

　

高
山
市
医
師
会
、
久
美
愛
厚
生

病
院
と
高
山
市
、
飛
驒
市
、
白
川

村
が
協
定
を
結
び
、
11
月
７
日
か

ら
久
美
愛
厚
生
病
院
内
に｢

小
児

夜
間
初
期
救
急
診
療
支
援
室｣

が

設
置
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
支
援
室
は
、
小
児
の
軽
症

患
者
へ
の
対
応
を
円
滑
に
す
る
と

と
も
に
、
本
来
の
救
急
医
療
業
務

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
負
担
緩
和
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

診
療
日
は
毎
週
金
曜
日
の
夜
間

で
、
急
病
の
小
児
患
者
の
診
療
に

つ
い
て
、
高
山
市
医
師
会
の
小
児

科
医
の
開
業
医
を
中
心
と
す
る
協

力
医
師
が
担
当
し
ま
す
。
病
院

側
は
診
療
施
設
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

な
ど
の
提
供
を
、
行
政
は
必
要
な

財
政
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

小児夜間初期救急診療支援室
場　　所　久美愛厚生病院小児科診療室
　　　　　（大新町5）
診療科目　小児科（15歳以下を対象）
診 療 日　毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）
診療時間　午後8時～ 10時（2時間）
受付時間　午後8時～ 9時30分
連 絡 先　20577－32－1115

毎週金曜日に久美愛厚生病院内でスタート
久美愛厚生病院に設置される小児夜間初期救
急診療支援室

H17 H18 H19
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

救急車出動総数に占める重症患者の割合
総数 3,345 3,175 3,224

426 538 417

重症・死亡　

（人）

（年）

表－④

資料：高山消防署

問
合
先

健
康
推
進
課

35-

3
1
6
0

高
山
消
防
署

34-

3
7
9
2
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受
診
し
て
学
び

次
に
生
か
し
て
ほ
し
い

　

∣
支
援
室
設
置
の
ね
ら
い
を
改

め
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
下　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
受

診
す
る
患
者
の
約
3
割
を
占
め
る

小
児
救
急
患
者
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
支
援
す
る
一つ
の
仕
組
み
と

し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
内

科
医
の
応
援
も
い
た
だ
き
、
4
人

の
小
児
科
専
門
医
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
し
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
で
は
岐
阜
、
西
濃
、

中
濃
地
域
に
続
い
て
４
番
目
と
な

り
ま
す
。

　

∣｢

コ
ン
ビ
ニ
受
診｣

な
ど
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
以
前
と
比
べ
て
患

者
の
意
識
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

山
下　

患
者
と
医
師
は
、
お
互
い

に
尊
重
し
あ
う
関
係
が
ベ
ス
ト
だ

と
思
い
ま
す
が
、
最
近
、
そ
れ
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
若
い
親
御
さ
ん
な
ら
、
子
ど

も
の
病
気
に
つ
い
て
知
識
が
な
く
て

も
当
然
で
す
。
受
診
を
通
し
て
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
、
次
に
生
か

せ
ば
い
い
ん
で
す
。
で
も
、
そ
う
し

た
学
ぶ
意
識
も
薄
ら
い
で
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
　

11
月
か
ら
毎
週
金
曜
日
に
開

設
さ
れ
ま
す
ね
。

山
下　

議
論
の
過
程
で｢

週
に
１
回

の
開
設
で
ど
う
な
る｣

と
い
っ
た
意

見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
日
開
設

す
る
に
は
物
理
的
に
無
理
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
の
取
組
み
が
、
病
院
と
開

業
医
が
手
を
取
り
合
う｢

病
診
連

携｣

の
き
っ
か
け
と
し
て
、
お
手
伝

い
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

飛驒圏域小児救急医療協議会
小児救急体制整備検討部会

部会長 山
やま

下
した

　明
あきら

さん（天満町3）

特集 救急医療を守るために

小児救急を守るために

あなたの知識がカギを握ります
　現在、さまざまな課題を抱える医療体制を守るために、私たちにもで
きることはないでしょうか。その一つが子どもの病気などについて正し
い知識を持ち、受診すべきかどうかを判断できるようになることです。
　こうした意識改革が救急需要を減らすことにもつながります。

休みや夜間に
子どもの体調がおかしい
《小児救急電話相談》
2058－240－4199
携帯電話からは＃8000
利用時間  月～土（午後7時～ 11
時）、休日・年末年始（午前9時～
午後11時）看護師に電話がつながり、
子どもの急な病気に関する相談が受
けられます。
《高山市休日診療所・医科》
20577－35－3175（保健センター内）
診察日  日曜・祝日
受付時間  午前8時30分～ 11時30分
　　　　　  午後1時～ 2時30分

診療科  内科、小児科、外科
《高山市休日診療所・歯科》
20577－35－3175（保健センター内）
診察日  日曜日
受付時間  午前8時30分～ 11時30分
休日や夜間に受診できる
医療機関を探したい
《高山地域救急病院案内》
20577－34－3799（24時間対応）
いろいろな救急情報について
知りたい
《こどもの急病ガイドブック》
応急処置や乳幼児の病気の知識を得
るのに大変役立ちます。保健センター
や支所窓口で無料配布しています。

《HPこどもの救急》
http://www.kodomo-qq.jp/
市ホームページ行政情報のトップ
の｢くらしの情報｣ ｢地域医療｣をク
リックするとリンクがあります。

∣
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認
知
症
は

脳
の
病
気

生
活
習
慣
の
改
善
で

リ
ス
ク
を
回
避

脳
の
活
性
化
を

図
り
ま
し
ょ
う

｢

私
は
忘
れ
て
い
な
い｣

に
隠
さ
れ
た
悲
し
み

　

認
知
症
と
は
、
私
た
ち
の
あ
ら

ゆ
る
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

司
令
塔
で
あ
る
脳
の
細
胞
が
、
い

ろ
い
ろ
な
原
因
で
死
ん
で
し
ま
っ

た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
が
起
こ

り
、
生
活
す
る
上
で
支
障
が
出
て

い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
に
は
、
脳
の
細

胞
が
壊
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
接

起
き
る
記
憶
障
が
い
、
理
解
・
判

断
力
の
低
下
な
ど
の「
中
核
症
状
」

と
、
ご
本
人
の
性
格
や
生
活
環
境

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
か
ら
み

あ
っ
て
、
妄
想
の
よ
う
な
精
神
症

状
や
、
徘は

い

徊か
い

な
ど
日
常
生
活
を
困

難
に
す
る
行
動
上
の
問
題
が
出
て

く
る「
周
辺
症
状
・
随ず

い

伴は
ん

症
状
」が

あ
り
ま
す
。 正

し
く
理
解
し
て
。
認
知
症
／
11
月
11
日
は｢

介
護
の
日｣

認
知
症
は
、
誰
で
も
な
る

認
知
症
は
、
誰
で
も
な
る

可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

　

認
知
症
は
誰
に
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気
に
よ
る
も
の
で
、

　

認
知
症
は
誰
に
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気
に
よ
る
も
の
で
、
8585
歳
以
上
で
は

歳
以
上
で
は
44
人
に
１
人

人
に
１
人

に
そ
の
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
現
在
、
認
知

に
そ
の
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
現
在
、
認
知

症
の
患
者
数
は
全
国
で
１
６
９
万
人
で
す
が
、今
後

症
の
患
者
数
は
全
国
で
１
６
９
万
人
で
す
が
、今
後
2020
年
で
倍
増
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
で
倍
増
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
介
護
者
家
族
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
認

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
介
護
者
家
族
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

知
症
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
は
、
脳
の
神
経
細
胞

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
何
ら
か
の
原
因

で
壊
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
起
こ

り
、
加
齢
が
最
も
大
き
な
要
因
で

す
。
こ
れ
に
日
常
生
活
の
活
動
が

低
下
し
て
く
る
と
、
認
知
症
の
発

症
や
進
行
を
早
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
の
約
２
割
を

占
め
る
脳
血
管
性
認
知
症
の
予
防

に
は
、
高
脂
血
症
、
肥
満
な
ど
の

対
策
が
と
て
も
有
効
で
す
。ま
た
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
も
、
運
動

を
始
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
対
策

が
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
研
究

の
結
果
で
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
発
症
を
完
全
に
防
ぐ

こ
と
は
困
難
で
す
が
、
生
活
習
慣

（
運
動
や
食
事
）に
気
を
配
る
こ
と

で
、
発
症
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
予
防
に
は
、
脳
の
活

性
化
が
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
脳
の
活
性
化
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
大
切

な
こ
と
は
楽
し
く
行
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
本
人
が
嫌
が
る
の
に

強
要
す
る
の
は
ス
ト
レ
ス
や
自
信

喪
失
に
つ
な
が
り
、
逆
効
果
の
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気

な
う
ち
か
ら
、
自
分
な
り
に
趣
味

活
動
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
の
楽
し

み
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
山
市
で
は
、
各
種
介

護
予
防
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
活
用
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
の
症
状
に
最
初
に
気
づ

く
の
は
本
人
で
す
。
物
忘
れ
に
よ

る
失
敗
や
、
今
ま
で
苦
も
な
く
で

き
て
い
た
家
事
や
仕
事
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
だ

ん
だ
ん
多
く
な
り
、「
何
と
な
く

お
か
し
い
、
何
か
が
お
こ
っ
て
い

る
」と
不
安
に
な
り
ま
す
。
認
知

症
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
は
、

健
康
な
人
の
想
像
を
絶
す
る
も
の



健康な脳 脳の細胞がびまん性に
死んで脳が萎縮する
（アルツハイマー病など
の変性疾患）

血管が詰まって一部の
細胞が死ぬ
（脳血管性認知症）
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認
知
症
で
は

な
い
か
し
ら
…

問合先 地域包括支援センター（高年介護課内）
235-2940

　

認
知
症
も
、
早
期
受
診
、
早
期

診
断
、
早
期
治
療
は
と
て
も
大
切

で
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
た

ら
、
主
治
医
と
相
談
の
う
え
専
門

医（
脳
神
経
科
、
精
神
科
等
）の
受

診
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

介
護
の
方
法
な
ど
、
心
配
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
高
山
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

で
し
ょ
う
。
認
知
症
の
方
は
何
も

わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
誰
よ

り
も
一
番
心
配
で
、苦
し
い
の
も
、

悲
し
い
の
も
本
人
で
す
。

　

多
く
の
認
知
症
の
方
が「
物
忘

れ
な
ん
か
な
い
。
病
院
な
ん
か
行

く
必
要
は
な
い
」と
言
い
張
り
、

早
く
良
い
形
で
支
援
を
し
た
い
と

願
う
家
族
を
困
ら
せ
ま
す
。
ご
本

人
の「
私
は
忘
れ
て
な
ん
か
い
な

い
」と
い
う
主
張
は「
私
が
認
知
症

だ
な
ん
て
！
」と
い
う
や
り
場
の

な
い
怒
り
や
悲
し
み
、不
安
か
ら
、

自
分
の
こ
こ
ろ
を
守
る
た
め
の
自

衛
反
応
な
の
で
す
。

　

認
知
症
と
い
う
病
気
に
な
っ
た

人
の
本
当
の
こ
こ
ろ
を
理
解
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
認
知
症
の
方
の
隠
さ
れ
た
悲

し
み
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て

暮
ら
し
た
い

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

高
齢
者
の
生
活
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○自立した生活を支援します

○高齢者の権利を守ります

○総合的に相談をお受けします

○多方面からみなさんを支えます

　虚弱な高齢者や、介護保険の介護
度「要支援１、２」に認定されたみなさん
に介護予防プランを作成して、自立し
た生活ができるように支援します。

　虐待や消費者被害、成年後見制度
利用など権利を守るための相談支援を
行います。

　｢どこに相談に行けばわからない…｣と
いった場合も、まず地域包括支援セン
ターにご相談ください。保健師、社会
福祉士、主任ケアマネジャーが必要な
サービスや関係機関のご紹介をします。

　高齢者のみなさんへの直接の支援
だけでなく、みなさんを支えるケアマネ
ジャーの支援や、地域のネットワークづ
くりなど、見えないところでみなさんを支
えています。

中核症状
記憶障がい

不安・焦燥 うつ状態 幻覚・妄想

徘徊 興奮・暴力 不潔行為 せん妄

見当識障がい 理解・判断力の障がい

実行機能障がい 感情表現の変化

周辺症状・随伴症状

性格
素質

環境
心理状態

脳の細胞が死ぬ

認知症の症状図
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裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
方
に
は｢

通
知｣

が
届
き
ま
す

　

裁
判
員
制
度
が
、
来
年
5
月

21
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
国
民
の
み
な
さ

ん
の
良
識
を
司
法
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
裁
判
員
と
し
て
刑
事

裁
判（
殺
人
な
ど
一
定
の
重
い
罪

の
み
）に
参
加
し
て
も
ら
い
、
裁

判
に
か
け
ら
れ
た
被
告
人
の
有

罪
・
無
罪
と
、
有
罪
の
場
合
ど

の
よ
う
な
刑
を
言
い
渡
す
の
か
、

裁
判
官
と
一
緒
に
話
し
合
い
、
決

め
て
も
ら
う
制
度
で
、
国
民
の

参
加
は
不
可
欠
で
す
。

　

今
年
12
月
こ
ろ
に
は
、
裁
判

員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
方
々
に
、

裁
判
所
か
ら｢

裁
判
員
候
補
者

名
簿
記
載
通
知｣

が
届
き
ま
す
。

検
察
庁
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の

方
々
に
こ
の
制
度
の
内
容
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
不
安
や
疑

問
点
を
解
消
す
る
た
め
の
分
か

り
や
す
い
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。

裁
判
員
制
度

和
の
選
り
す
ぐ
り
一
堂
に

｢

全
国
伝
統
的
工
芸
品
ま
つ
り
・
ぎ
ふ｣

／
11
月
13
〜
16
日

　

日
本
各
地
の
伝
統
的
工
芸
品
と
県
指
定
郷
土
工
芸
品
が
岐
阜
の
地

に
集
合
し
ま
す
。

　

高
山
市
か
ら
は
、
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
飛
驒
春
慶
、
一
位
一
刀

彫
の
ほ
か
、
10
月
に
新
た
に
郷
土
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
飛
驒
染
、

飛
驒
の
さ
る
ぼ
ぼ
な
ど
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
本
物
の
魅
力
を
堪た

ん

能の
う

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

●
会　

場　

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時（
最
終
日
は
午
後
4
時
）・
入
場
無
料

●
問
合
先　
岐
阜
県
伝
統
的
工
芸
品
月
間
推
進
協
議
会
事
務
局 

０
５
８
・
２
７
２
・
８
３
６
１

11
月
1
日
は
市
制
施
行
記
念
日
で
す

市
政
に
貢
献
さ
れ
た
76
人
・
1
団
体
を
表
彰

　

11
月
1
日
は
市
制
施
行
72
周

年
の
記
念
日
で
す
。
午
前
10
時

か
ら
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
で
開

催
す
る
表
彰
式
で
は
、
多
年
に

わ
た
り
市
政
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
み
な
さ
ん
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

産
業
な
ど
の
分
野
で
全
国
的
に

優
れ
た
成
績
を
収
め
ら
れ
た
み

な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
自
治
功
労
章 

11
人

▽
元
助
役
お
よ
び
副
市
長

梶か
じ

井い

正ま
さ

美み

▽
元
農
業
委
員
会
委
員

大お
お

坪つ
ぼ

博ひ
ろ

司し

▽
元
民
生
児
童
委
員

黒く
ろ

田だ

登と

志し

子こ

・
小こ

坂さ
か

計け
い

時じ

・
白し

ら

川か
わ

享き
ょ
う

子こ

・
栗く

り

林ば
や
し

美み

和わ

子こ

・
平ひ

ら

野の

公ま
さ

子こ

▽
元
消
防
団
員

岩い
わ

田た

淸き
よ

志し

・
横よ

こ

山や
ま

和か
ず

幸ゆ
き

・
樋ひ

口ぐ
ち

昭し
ょ
う

平へ
い

・
三み

ツつ

岩い
わ

均ひ
と
し

○
地
方
自
治
功
労 

２
人

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

青あ
お

木き

秀ひ
で

雄お

▽
農
業
委
員
会
委
員

下し
も

田だ

初は
つ

秋あ
き

○
社
会
福
祉
功
労 

７
人

▽
民
生
児
童
委
員

平ひ
ら

野の

清き
よ

通み
ち

・
澤さ

わ

田だ

久ひ
さ

・
寺て

ら

田だ

八は
ち

朗ろ
う

・
久く

保ぼ

田た

和か
ず

子こ

・
加か

藤と
う

悦え
つ

子こ

▽
保
護
司

南み
な
み

恒つ
ね

輔す
け

・
堀ほ

り

英え
い

信し
ん

○
公
共
事
務
功
労 

41
人

▽
町
内
会
長

前ま
え

越こ
し

晢せ
つ

夫お

▽
消
防
団
員

大お
お

田た

元も
と

之ゆ
き

・
的ま

と

場ば

明あ
き

夫お

・
森も

り

下し
た

文ふ
み

之ゆ
き

・
山や

ま

平ひ
ら

克か
つ

廣ひ
ろ

・
牛う

し

丸ま
る

正ま
さ

義よ
し

・

新あ
ら

井い

浩こ
う

一い
ち

・
坂さ

か

下し
た

新し
ん

吾ご

・
谷た

に

口ぐ
ち

俊と
し

克か
つ

・
牛う

し

丸ま
る

聖き
よ

一か
ず

・
加か

藤と
う

和か
ず

俊と
し

・

大お
お

上か
み

裕ゆ
う

一い
ち

・
三み

つ

木き

克か
つ

章あ
き

・
森も

り

本も
と

昭し
ょ
う

一い
ち

・
山や

ま

際ぎ
わ

功こ
う

次じ

・
山や

ま

下し
た

茂し
げ

穂ほ

・

木き

下し
た

靖や
す
し・

三み

島し
ま

巧た
く
み・

小こ

坂さ
か

守ま
も
る・

菅す
が

沼ぬ
ま

義よ
し

一か
ず

・
中な

か

川が
わ

義よ
し

彦ひ
こ

・
藤ふ

じ

井い

健け
ん

一い
ち

・
若わ

か

林ば
や
し

幸ゆ
き

憲の
り

・
村む

ら

上か
み

健け
ん

次じ

・

井い
の

上う
え

喜よ
し

明あ
き

・
稲い

な

垣が
き

良よ
し

宏ひ
ろ

・
大お

お

坪つ
ぼ

正ま
さ

浩ひ
ろ

・
黒く

ろ

木き

巌い
わ
お・

山や
ま

腰こ
し

博ひ
ろ

之ゆ
き

・

松ま
つ

野の

英ひ
で

幸ゆ
き

・
大お

お

江え

三み

千ち

夫お

・
島し

ま

田だ

智さ
と
し

・
中な

か

薮や
ぶ

良り
ょ
う

司じ

・
橋は

し

本も
と

哲て
つ

哉や

・

洞ほ
ら

垣が
い

内と

裕ゆ
う

一い
ち

・
山や

ま

際ぎ
わ

文ふ
み

彦ひ
こ

・
川か

わ

上か
み

宏ひ
ろ

之ゆ
き

・
野の

崎ざ
き

尚ひ
さ

斉な
り

▽
市
立
学
校
嘱
託
医

斎さ
い

藤と
う

章あ
き
ら

・
奥お

く

村む
ら

信の
ぶ

義よ
し

▽
市
有
林
管
理
員

坂さ
か

口ぐ
ち

文ぶ
ん

作さ
く

○
栄
誉
功
労
15
人
・
１
団
体

▽
ス
ポ
ー
ツ

黒く
ろ

田だ

美み

千ち

子こ

・
小こ

瀬せ

純す
み

子こ
（
柔
道
）

洞ほ
ら

口ぐ
ち

幸こ
う

太た

・
洞ほ

ら

口ぐ
ち

幸さ
ち

雄お
（
レ
ス
リ
ン
グ
）

船ふ
な

渡と

裕ゆ
う

太た
（
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
）

大お
お

下し
た

清き
よ

司し

・
時と

き

友と
も

裕ゆ
う

也や
（
軟
式
野
球
）

加か

藤と
う

広ひ
ろ

樹き

・
砂す

な

田だ

一か
ず

貴き
（
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
）

安や
す

江え

雄ゆ
う

輔す
け（

水
泳
）

山や
ま

腰こ
し

留る

伽か

・野の

尻じ
り

未み

優ゆ
う（

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

▽
文
化

井い

口ぐ
ち

真ま

由ゆ

香か
（
全
国
「
家
庭
の
日
」
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
展
）

森も
り

谷た
に

茜あ
か
ね（

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
）

下し
た

老お
い

花か

梨り
ん（

全
国
児
童
・
生
徒
木
工
工
作

コ
ン
ク
ー
ル
）

▽
産
業

有
限
会
社
橋は

し

場ば

農の
う

園え
ん（

日
本
農
業
賞
）

問
合
先

秘
書
国
際
室

35-

3
1
3
0

問
合
先

岐
阜
地
方
検
察
庁
高
山
支
部

32-

0
9
1
4

岐
阜
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

０
５
８-

２
６
２-

　

５
１
１
４
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奥飛驒温泉郷地域（平湯地域以外）
新料金（平成20年11月分から平成22年3月分まで） 新料金（平成22年4月分から平成27年3月分まで） 新料金（平成27年4月分から）

使 用 料 金 汚水排除量

基 本 料 金 一律 1,300円
※基本水量10㎥を含む

1,300円
※基本水量10㎥を含む

1,300円
※基本水量10㎥を含む

従 量 料 金

10㎥超～ 30㎥

120円/㎥
130円/㎥

130円/㎥
30㎥超～ 40㎥

150円/㎥
40㎥超～ 50㎥
50㎥超～ 100㎥ 170円/㎥
100㎥超～ 130円/㎥ 190円/㎥

奥飛驒温泉郷地域（平湯地域）
新料金（平成20年11月分から平成22年3月分まで） 新料金（平成22年4月分から平成27年3月分まで） 新料金（平成27年4月分から）

使 用 料 金 汚水排除量

基 本 料 金 一律 1,300円
※基本水量10㎥を含む

1,300円
※基本水量10㎥を含む

1,300円
※基本水量10㎥を含む

従 量 料 金

10㎥超～ 30㎥

90円/㎥
130円/㎥

130円/㎥
30㎥超～ 40㎥

150円/㎥
40㎥超～ 50㎥
50㎥超～ 100㎥ 170円/㎥
100㎥超～ 110円/㎥ 190円/㎥

上宝地域
新料金（平成20年11月分から平成21年3月分まで） 新料金（平成21年4月分から）

使 用 料 金 汚水排除量

基 本 料 金 一律 1,300円
※基本水量10㎥を含む

1,300円
※基本水量10㎥を含む

従 量 料 金

10㎥超～ 30㎥ 110円/㎥ 130円/㎥
30㎥超～ 40㎥ 120円/㎥

150円/㎥
40㎥超～ 50㎥ 140円/㎥
50㎥超～ 100㎥ 160円/㎥ 170円/㎥
100㎥超～ 170円/㎥ 190円/㎥

清見・荘川・久々野・朝日地域 新料金（平成20年11月分から平成21年3月分まで）
新料金（平成21年4月分から）

使 用 料 金 汚水排除量 一　般 営　業 公　共

基 本 料 金 一律 1,300円
※基本水量10㎥を含む

1,300円
※基本水量10㎥を含む

従 量 料 金

10㎥超～ 30㎥ 120円/㎥ 130円/㎥ 130円/㎥ 130円/㎥
30㎥超～ 50㎥ 140円/㎥ 140円/㎥ 140円/㎥ 150円/㎥
50㎥超～ 100㎥ 150円/㎥ 160円/㎥ 160円/㎥ 170円/㎥
100㎥超～ 170円/㎥ 180円/㎥ 180円/㎥ 190円/㎥

高山・丹生川・一之宮・国府地域
新料金（平成20年11月分から）

使 用 料 金 汚水排除量

基 本 料 金 一律 1,300円
※基本水量10㎥を含む

従 量 料 金

10㎥超～ 30㎥ 130円/㎥
30㎥超～ 50㎥ 150円/㎥
50㎥超～ 100㎥ 170円/㎥
100㎥超～ 190円/㎥

問合先 下水道課
235-3150

　市では、下水道使用料を平成20年11月請求分（平
成20年10月使用分）から改定しました。
　高山市の下水道使用料は、平成7年10月の改定以
来、経費節減と水洗化普及に努めながら料金改定を据
え置いてきました。しかし、独立採算の経営を原則とす
る下水道事業会計は、維持管理や施設建設の借入金
返済などの増加により、大変厳しい状況となっています。
　厳しい景気状況の中ではありますが、下水道をご利
用のみなさんのご理解、ご協力をお願いします。

下水道使用料を
改定しました。

11月の請求分（10月使用分）から

●高山・丹生川・一之宮・国府地域を例にして35㎥を使用した場合の料金計算例

10㎥ 10㎥ 10㎥ 5㎥

基本料金10㎥まで
1,300円

1,300円 2,600円 750円
10㎥～30㎥まで130円/㎥
130円×20㎥＝2,600円

30㎥～35㎥まで150円/㎥
150円×5㎥＝750円

＋ ＋ ×消費税＝ 4,882円
（円未満切捨て）

基本料金 従量料金

35㎥

（ ）

※税抜き　※公衆浴場は据え置き
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問合先問合先 生涯学習課
235-3123

企画課
235-3131

　新成人のみなさんを対象に、はたちを
迎えての決意や夢、20年間を振り返っ
て心に残っていることなどをまとめた
一行詩（50字以内）を募集します。
申込方法　案内状に同封のはがきに記
入し、11月28日（金）までに申し込む。

「はたちの思い一行詩｣募集

児童虐待とは…
○身体的虐待…殴る、蹴る、やけど
　を負わせるなど
○心理的虐待…言葉による脅し、無
　視をする、子どもの目の前での夫
　婦間暴力など
○性的虐待…性的行為の強要など
○ネグレクト…食事を与えない、ひ
　どく不潔にするなど

｢
新
成
人
を
祝
う
つ
ど
い｣

を
開
催
し
ま
す
。

　

昭
和
63
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
元
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
を
対
象
に
、｢
平
成
21
年

新
成
人
を
祝
う
つ
ど
い｣

を
開

催
し
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
や
参
加
費
な
ど

は
、
各
地
区
の
実
行
委
員
会
で

決
定
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　

実
行
委
員
会
か
ら

送
付
さ
れ
る
案
内
状
に
同
封
の

は
が
き
で
11
月
28
日
㈮
ま
で
に

申
し
込
む
。（
市
外
へ
転
出
さ
れ

て
い
る
方
で
、
出
席
希
望
の
方

は
電
話
で
）

誰にもやさしいまちづくり
海外からも視察

　市が積極的に取り組んでいる｢誰にもやさしい
まちづくり｣は、海外でも高く評価されています。
10月3日には日本の厚生労働省にあたるタイ政
府機関の関係者８人が高山市役所を訪れ、バリ
アフリー施策の視察を行いました。
　一行は、多目的トイレの整備や道路改修、タク
シーへのサポートシート導入など行政と民間が一体
となった施策推進の説明に、｢高山のような地方
都市で、このようにバリアフリーが進んでいること
は驚くべきこと」と熱心に聞き入っていました。

視察団からは、｢行政と民間が一緒になっての取組み
に深く感動｣との感想が聞かれました

タイ政府関係者の視察団が来高

開催日 地区・校区 場　　　所
1月1日（祝） 上宝・奥飛驒温泉郷 北稜中武道場および上宝支所(上宝町本郷）

1月2日（金）
一之宮 一之宮公民館（一之宮町）
久々野 久々野公民館（久々野町久々野）
朝　日 燦燦朝日館（朝日町万石）

1月3日（土）
高　根 高根公民館（高根町上ヶ洞）
国　府 国府公民館（国府町広瀬町）

1月11日（日）

日　枝 ホテルアソシア高山リゾート（越後町）
松　倉 高山グリーンホテル（西之一色町2）
中　山 高山フローラ（桐生町8）
東　山 ひだホテルプラザ（花岡町2）
丹生川 丹生川文化ホール（丹生川町町方）
清　見 清見支所（清見町三日町）
荘　川 荘川総合センター（荘川町新渕）

助
け
て
の 

小
さ
な
サ
イ
ン

受
け
止
め
て

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

親
が
子
ど
も
を
傷
つ
け
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
子
ど
も
の
生
命

が
奪
わ
れ
る
事
件
が
後
を
絶
た

な
い
と
い
っ
た
よ
う
に
、
児
童
虐

待
は
社
会
全
体
で
早
急
に
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
児
童
虐
待
に
対
し

て
は
、
発
生
の
予
防
か
ら
早
期

発
見
・
早
期
対
応
が
非
常
に
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
虐
待
を

受
け
て
い
る
、
ま
た
は
虐
待
を
し

て
い
る
場
合
、
本
人
が
告
白
す

る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
、
周
囲
の
み

な
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

虐
待
の
疑
い
が
あ
る
と
思
わ

れ
た
ら
、
す
ぐ
に
高
山
市
家
庭

児
童
相
談
室
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
連
絡
は
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
も
の
で
す
。
連
絡
を

さ
れ
た
方
が
特
定
さ
れ
な
い
よ

う
に
個
人
情
報
は
お
守
り
い
た

し
ま
す
。

問
合
先

子
育
て
支
援
課

35-

3
1
4
0

連絡・相 談 窓 口
○月～金曜日
　（午前８時30分～午後５時15分）
　高山市家庭児童相談室
　2３５－３１７９
○休日・夜間
　高山市役所
　2３２－３３３３（代）



問
合
先

高
山
消
防
署

32-

3
0
2
7

●
火
災
予
防
作
品
展
11
月
８
〜
16
日
／
市
役
所
ロ
ビ
ー（
高
山
校
区
入
選
作
品
）・
11
月
７
〜
16
日
／
各
支
所（
支
所
校
区
出
展
作
品
）
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問合先 情報政策課
235-3528

火
の
し
ま
つ 

君
が
し
な
く
て 

誰
が
す
る

11
月
9
〜
15
日
／
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

●
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

体
験
通
じ
て
広
が
る
交
流

体
験
通
じ
て
広
が
る
交
流

　

小
学
生
が
農
家
民
宿
な
ど
で

宿
泊
滞
在
し
て
生
活
体
験
す
る

「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
今
年
度
か
ら
全

国
53
の
モ
デ
ル
地
域
で
始
ま

り
、
10
月
15
〜
16
日
に
は
、
小お

高た
か

原は
ら

小
学
校（
刈
谷
市
）5
年
生

１
０
０
名
が
７
月
に
続
い
て
高

山
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

受
入
は
市
内
民
宿
な
ど
で
組

織
す
る「
ふ
る
さ
と
体
験
飛
驒

高
山
」が
担
当
。
子
ど
も
た
ち

は
一
之
宮
町
の
宿
オ
ー
ナ
ー
と

の
再
会
を
喜
び
あ
い
な
か
ら
、

自
ら
植
付
け
た
野
菜
の
収
穫
体

験
や
、
食
事
の
際
に
は
前
回「
マ

イ
箸
づ
く
り
体
験
」で
製
作
し

た
竹
製
の
箸
を
使
い
ま
し
た
。

Interview ─ インタビュー ─

成熟社会の農村には
必要不可欠な取組み

　グリーンツーリズムの取組みは、
一つひとつの積み上げが大切にな
ります。時間もかかります。幸い
高山市には景観や人材などの素
材が十分にありますので、それを
生かす取組みとして、今後、市内
の地域が連携する必要性を感じて
います。現代社会にあって、「農」
に原点回帰することは大切なこと
なんですね。

ふるさと体験飛驒高山

会長 水
みず

野
の

光
みつ

良
よし

さん
　　　　（一之宮町）

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を

使
用
す
る
機
会
が
増
え
、
空

気
も
乾
燥
す
る
な
ど
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

高
山
市
消
防
本
部
で
は
、

運
動
期
間
中
、
防
火
意
識

の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、

防
火
パ
レ
ー
ド
や
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
の
防
火
訪
問
な

ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

　

す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
る
時
は

　

必
ず
火
を
消
す
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

　

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な

　

ど
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

　

 

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
防ぼ

う

炎え
ん

品
を
使
用
す
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

大
切
な
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
少
し
で
も
早
い
設
置
と
消

防
署
へ
の
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

神岡中継局が開局
上宝地域で地デジ放送が視聴可能に

　現在、地上デジタル放送神岡局の開局準備が進んでお
り、11月中旬から地上デジタル放送の視聴が上宝地域の
一部でも可能になる予定です。

受信相談　総務省地上デジ放送受信相談センター
　　　　　20570-07-0101（IP電話など、ナビダイヤ
　　　　　ルがつながらない場合は203-4334-1111）
視聴エリア　（社）デジタル放送推進協会HP
              http://www.dpa.or.jp/

●地上デジの豆知識●
Ｑ地上デジタル放送の特徴は？
　きれいな画面と高音質が楽しめます。また、データ放
送により交通情報や天気予報など、暮らしに役立つ情
報や、地域に密着した情報をいつでも入手することがで
きます。その他、ワンセグ放送（携帯端末向け放送）など、
見るテレビから使うテレビへと変わります。
Ｑ地上デジタル放送を見るためには？
　地上デジタル放送は、ＵＨＦ帯域の電波を使って放送
されます。既にＵＨＦアンテナが設置されていれば、対
応テレビに買い替えるか、地上デジタルチューナーを取
り付けることで視聴できます。
　しかし、共同受信施設で視聴されている方は、施設改
修が必要です。
Ｑアナログ放送はいつまで見られるの？
　平成23年７月24日までにアナログ放送は終了し、デ
ジタル放送に完全移行されます。

問
合
先

観
光
課

35-

3
1
4
5

野菜の収穫体験（一之宮町で）



問
合
先

高
山
税
務
署
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課
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問
合
先

都
市
整
備
課

35-

3
1
5
9

市
民
活
動
推
進
課

35-

3
4
1
2

　

市
で
は
、
国
の
方
針
に
基
づ
き

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
ま
す
。
相
談
窓
口
で
は
主

に
次
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
、
必

要
に
応
じ
て
他
の
専
門
窓
口
を
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
内
容
に
よ
っ

て
相
談
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

①
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
工
事

を
は
じ
め
と
す
る
性
能
向
上
リ

フ
ォ
ー
ム
へ
の
技
術
的
ア
ド
バ
イ
ス

（
他
の
専
門
窓
口
の
紹
介
を
含
む
）

《
相
談
窓
口
》 

都
市
整
備
課

②
工
事
着
手
後
の
ト
ラ
ブ
ル
や
ク

レ
ー
ム
に
つ
い
て
の
専
門
窓
口
の
情

報
提
供

《
相
談
窓
口
》 

都
市
整
備
課

③
リ
フ
ォ
ー
ム
を
進
め
る
上
で
の

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス（
他
の
専
門
窓
口
の
紹
介
を
含

む
）

《
相
談
窓
口
》 

市
民
活
動
推
進
課

④
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
際
の
専
門
相

談
窓
口（
無
料
法
律
相
談
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
）の
紹
介

《
相
談
窓
口
》 

市
民
活
動
推
進
課

●
「
税
を
考
え
る
週
間
」
税
金

　

 

パ
ネ
ル
展

期
日　

11
月
11
日
㈫
〜
17
日
㈪

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
8
時

 

場
所 　

ピ
ュ
ア
高
山
3
階
催
事

場（
西
之
一
色
町
3
）

内
容  

身
近
な
税
の
使
い
途
、
税

金
の
種
類
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示

＊ 

税
に
関
す
る
小
学
生
の
習
字
、

中
学
生
・
高
校
生
の
作
文
の

展
示

＊ 

税
金
ク
イ
ズ（
期
間
中
の
１
日

間
・
11
月
16
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
）

　

正
解
者
に
抽
選
で
40
人
に
景

　

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
高
山
税
務
署
説
明
会

期
日　

11
月
21
日
㈮

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

ご
相
談
承う

け
た
ま
わ

り
ま
す

お気軽に
ご相談ください

飛驒高山
現代木版画ビエンナーレ
作品募集
　飛驒高山現代木版画ビエンナーレとは、高山市
の文化振興と発信を目的に、素材を生かした新た
な技法の発想と表現の創造による｢木版画」を2年
に1回全国から募るものです。
応募点数　1人2点以内
規　　格　シート（紙）サイズ120×120㎝以内。
額装は自由とし、額装の場合はガラス不可。
表　　彰　大賞50万円（１点）、準大賞30万円（１
点）、優秀賞20万円（１点）、奨励賞5万円（5点）、
飛驒版画賞5万円（１点）、協賛賞3万円（6点）
応募方法　市役所などで応募要項を入手のうえ、
必要事項を記入し、12月26日（金）までに窓口また
は郵送で申し込む。（作品搬入は 1月20日（火）、
21日（水））

第６回

問合先 生涯学習課
235-3155

※ビエンナーレ＝隔年展

場
所　

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

（
昭
和
町
１
）

持
ち
物　

税
務
署
か
ら
郵
送
さ

れ
た
青
色
決
算
、
も
し
く
は
年

末
調
整
に
関
す
る
書
類

内
容　

午
前
10
時
〜

《
青
色
申
告
決
算
説
明
会
》

対
象　

個
人
事
業
者
の
青
色
申

告
者

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

《
年
末
調
整
説
明
会
》

対
象　

法
人
お
よ
び
個
人
事
業

者
の
白
色
申
告
者
で
従
業
員
の

あ
る
方

みんなで考えよう。
少子・高齢社会の税

　税は、豊かな社会を築き、安心して暮らせる
社会を支えていくための大切な「会費」です。少
子・高齢社会が進む中、公的サービスとそれを
支える税の負担をどのように担っていくのか、真
剣に考えていく必要があります。
　この機会に、みなさん一人ひとりが税の意義
や役割を考えてみませんか？

11月11日～17日は『税を考える週間』

出 展 料 １点につき2,000円
《展示会》
期　　日　3月7日（土）～
　　　　　22日（日）
場　　所  市民文化会館
　　　　　（昭和町１）

前回大賞受賞作品

市税特別滞納整理
11月14日（金）から28日（金）の間、市の部
課長などが市税および国民健康保険料などの
特別滞納整理を実施します。納め忘れがあれ
ば早めの納付をお願いします。
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問合先 環境課235-3467

歳末配分事業が
申請方式に変わります

　

み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く｢

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金｣

の
義

援
金
を
も
と
に
、経
済
的
に
困
難
な
寝
た
き
り
・
高
齢
者
・
母
子
父
子
・

障
が
い
者
世
帯
な
ど
の
方
々
に
配
分
し
て
い
た「
歳
末
助
け
合
い
配
分

事
業（
在
宅
配
分
）」が
、
本
年
度
か
ら
申
請
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
民
生
児
童
委
員
に

調
査
依
頼
し
、
義
援
金
と
し
て

お
配
り
し
て
い
た
歳
末
配
分
事

業
が
、
各
自
で
申
込
み
い
た
だ
く

「
申
請
方
式
」に
な
り
ま
す
。

　

前
年
度
の
配
分
世
帯
へ
は
、

郵
送
で
ご
案
内
し
ま
す
が
、
ご

自
分
の
世
帯
が
該
当
す
る
と
思

わ
れ
た
場
合
は
、
お
近
く
の
社

会
福
祉
協
議
会
窓
口
、
ま
た
は

民
生
児
童
委
員
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
基
準
に
満
た
な
い
場

合
は
、
対
象
外
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

《
対
象
と
な
る
世
帯
》

各
区
分
ご
と
に
、
全
て
の
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
障
が
い
児
・
者
世
帯（
障
が
い

者
の
方
を
含
む
世
帯
）

①
在
宅
者
②
身
障
・
精
神
手
帳

１
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
１

所
持
者
③
市
民
税
非
課
税
世
帯

④
家
族
年
収
２
５
０
万
円
以
下

○
母
子
・
父
子
世
帯

①
子
ど
も
が
高
校
卒
業
ま
で
の

世
帯（
未
就
労
）②
市
民
税
非
課

税
世
帯
③
家
族
年
収
１
５
０
万

円
以
下（
子
２
人
目
か
ら
１
人
に

付
き
30
万
円
加
算
）

○
高
齢
者
の
み
の
世
帯

①
75
歳
以
上
②
在
宅
者
③
市
民

税
非
課
税
世
帯
④
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
で
年
収
80
万
円
以
下

の
方
⑤
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で

あ
っ
て
、
年
収
１
３
０
万
円
以
下

○
高
齢
準
要
保
護
世
帯

①
在
宅
者
②
市
民
税
非
課
税
世

帯
③
家
族
年
収
１
２
０
万
円
以

下《
提
出
期
限
》

11
月
28
日
㈮

　

決
定
通
知
は
12
月
中
旬
に
申

請
者
へ
送
付
し
、
12
月
下
旬
に

指
定
口
座
へ
振
り
込
み
し
ま
す
。

前年度義援金を受けた方

初めて申請される方

前年度配分を受
けた方には直接
案内を郵送しま
す。対象と思わ
れる場合は下記
同様。 申請書と必要書

類（所得証明書
や住民票など）
をそろえ、提出し
ます。

申請していただ
いた書類を、配
分審査会にて審
査します。

決定通知がお手
元に届いた後に
指定の口座へ振
り込まれます。

●総合福祉センター、
 児童センター
●社会福祉協議会各支部
●担当地域の民生児童委員

初めて申請され
る方は、社会福
祉協議会窓口、
またはお近くの民
生児童委員へ。

申請手続きの流れ

●必要書類の確認 ●申請書の提出先

●審　査●決定・振込み

申請

通知

申請書の提出締切は11月28日（金）です

歳末
たすけあい
募金

やめよう！ ごみのポイ捨て・禁止区域での喫煙

　今年４月から｢高山市ポイ捨て等及び路上喫煙禁止条例｣が施行と
なりました。市全域で吸殻や空き缶などのポイ捨て、飼い犬などのふ
んの放置を禁止しており、また禁止区域での喫煙も禁止しています。
　一人ひとりがマナーを守り、住みよいきれいなまちにしましょう。

ポイ捨て禁止等強化週間／11月10～16日

秋の高山祭で観光客
にPR。また、路上に
はポイ捨て禁止のサ
インも設置しました



情報のひろば くらしくらしと健康健康くらしくらしと健康健康くらしと健康 問合先　健康推進課　　35-3160

※お住まいの地域での接種が原則ですが、他の地域
で接種される場合は、ワクチン準備の関係があるので
健康推進課までご連絡ください。 

11月のこころの健康相談
地域 相談日 時間 場　所 内　容

高山 12日㈬ 市保健センター１３：３０
　～１５：００

・精神科医による無料
　相談です

・予約が必要です

◎休日、夜間等の急病の場合、受診できる医療機関の問い合わせは、高山地域救急病院案内（　34―3799）へ

問合先 飛驒保健所 33-1111（内310）問合先 健康推進課
35-3160

健　

康　

の　

相　

談　

と　

診　

療

健　

康　

の　

相　

談　

と　

診　

療

相談名 対象となる方 期　日 受付時間 持ち物 場所
母 子 健 康 手 帳 交 付
妊 婦 教 室（ 1 課 ）
妊 婦 教 室（ 2 課 ）
妊 婦 教 室（ 3 課 ）
妊 婦 教 室（ 4 課 ）

4 カ 月 児 健 診

1 歳 6 カ 月 児 健 診

　 　
2 歳 児 相 談

3 歳 児 健 診

市 民 健 康 相 談

医 科 診 療

歯 科 診 療

母子健康手帳を受けていない妊婦
出産予定が21年  4月の妊婦
出産予定が21年  3月の妊婦
出産予定が21年  2月の妊婦
出産予定が21年  1月の妊婦と夫

育児、食生活、生活習慣病などに
ついての悩みや相談ごとのある方

休日に急に病気になった方

日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

20年
20年
20年
19年
19年
18年
18年
18年
17年
17年

6月21日～
7月  1日～
7月11日～
4月  1日～
4月16日～
10月  1日～
10月11日～
10月21日～
10月  1日～
10月16日～

6月30日生まれ
7月10日生まれ
7月20日生まれ
4月15日生まれ
4月30日生まれ
10月10日生まれ
10月20日生まれ
10月31日生まれ
10月15日生まれ
10月31日生まれ

11・25
4
10
17
25
13
20
27
12
26
12
19
26
19
28

13：15～13：30
13:15～13：30
13:15～13：30
13:15～13：30
  9：15～  9：30

13：00～14：00

12：30～13:30

  9：15～  9：45

12：30～13:30

  9：00～11：00

（月）13：30～15：30
（木） 9：00～11：00
  8：30～11：30
13：00～14：30

  8：30～11：30

妊 娠 証 明 書
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
問 診 票
バ ス タ オ ル

母 子 健 康 手 帳
問 診 票

母子健康手帳・問診票
子ども用フォーク・お手
ふき・歯ブラシ・コップ

母子健康手帳・問診票
尿・歯ブラシ・コップ

乳幼児の相談の方は
母 子 健 康 手 帳

市
保
健
セ
ン
タ
ー（　
35―

3
1
6
0
）

市保健センター内
高山市休日
診療所
　３５－３１７５

健康保険証
医療受給者証
（受給されている方）
フッ素塗布：1,050円

毎週月～金
（祝日を除く）

毎週月・木
（祝日を除く）

2・3・9・16
23・24・30

2・9・16
23・30

ポリオ 生後３カ月～７歳６カ月未満のお子さんが対象

地　域 場　　　所 11月 受 付 時 間
清 見 診 療 所
荘 川 診 療 所
朝日保健センター

清　見
荘　川
朝　日
その他の地域は来春になります。

市保健センター

各支所

2008.11.1

13
25
19

15：30～16：00
13：30～14：00
13：20～13：30

集団予防接種（11月～12月）のお知らせ

11月のがん検診
4月から実施していますがん検診の今年度の日程があとわずかになりました。
日程などの詳細は健康推進課へお問い合わせください。 
＊胃がん、大腸がん、前立腺がん、肝炎ウイルス検査の健診は高山地域のみで実施しています。（各支所地域は終了しました）
＊子宮がん、乳がん、骨粗しょう症の健診は高山、国府地域で実施しています。（その他支所地域は終了しました）
  なお、40歳以上で今までに肝炎ウイルス検査を受けていない方は、11月12日・19日に実施しますのでお電話で申し込みください。

（火）
（水）
（木）
（金）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（水）

（金）
（火）
（金）
（水）
（木）
（金）
（月）
（水）
（金）

高山市保健センター

11月4日
11月5日
11月6日
11月7日
11月10日
11月11日
11月12日
11月13日
11月14日
11月19日

11月14日
11月18日
11月21日
11月26日
11月27日
11月28日
12月1日
12月3日
12月5日

胃、大腸がん検診  
胃、大腸がん検診 前立腺がん、肝炎ウイルス検査
胃、大腸がん検診 前立腺がん、肝炎ウイルス検査
胃、大腸がん検診  
胃、大腸がん検診  
胃、大腸がん検診  
胃、大腸がん検診 前立腺がん、肝炎ウイルス検査
胃、大腸がん検診  
胃、大腸がん検診  
胃、大腸がん検診 前立腺がん、肝炎ウイルス検査

子宮・乳がん検診
子宮・乳がん検診

子宮・乳がん・骨粗しょう症検診
子宮・乳がん検診
子宮・乳がん検診
子宮・乳がん検診

子宮・乳がん・骨粗しょう症検診
子宮・乳がん・骨粗しょう症検診
子宮・乳がん・骨粗しょう症検診

国 府 保 健 センター
国 府 保 健 センター
国 府 保 健 センター
高山市保健センター
高山市保健センター
高山市保健センター
高山市保健センター
高山市保健センター
高山市保健センター

月　日 曜日 会　　　　場 検　診　項　目

月　日 曜日 受　付　時　間 検　診　項　目 検　診　会　場
AM10:00 ～ 11:00
AM10:00 ～ 11:00
AM10:00 ～ 11:00
AM10:00 ～ 11:00
AM10:00 ～ 11:00
AM10:00 ～ 11:00
AM10:00 ～ 11:00
AM10:00 ～ 11:00
AM10:00 ～ 11:00

PM1 : 3 0 ～ 2 : 3 0
PM1 : 3 0 ～ 2 : 3 0
PM1 : 3 0 ～ 2 : 3 0
PM1 : 3 0 ～ 2 : 3 0
PM1 : 3 0 ～ 2 : 3 0
PM1 : 3 0 ～ 2 : 3 0
PM1 : 3 0 ～ 2 : 3 0
PM1 : 3 0 ～ 2 : 3 0
PM1 : 3 0 ～ 2 : 3 0
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　資源の再利用を目的に、会員
が冬物衣料や日用雑貨などを安く
販売します。
　売上金の一部は福祉活動に役
立てます。みなさんお気軽にご来
場ください。
期日　11月9日（日）
時間　午前10時～午後2時
場所　市民文化会館（昭和町1）

若いミセス生活学校「冬物を生かす交換会」
問合先 生涯学習課（若いミセス生活学校事務局）

　 35-3123

　高山市社教女性連絡協議会で
は、日ごろ、各地区社教の女性
学級などで制作された作品や趣
味の作品などを広くみなさんに
紹介するため「高山市女性文化
展」を開催します。ぜひご来場く
ださい。
期日　11月15日（土）～16日（日）
時間　15日（土）  午前10時～午後5時
　　　　16日（日）　午前9時～午後４時
場所　市民文化会館（昭和町1）

「女性文化展」開催
問合先 生涯学習課（高山市社教女性連絡協議会事務局）

　 35-3123

　衣料品や日用雑貨などの再利用を
目的としたフリーマーケットを行います。
出店者募集
・フリーマーケット出店者を募集します。
対象　市内在住の方
期日　11月16日（日）
時間　午前9時30分～午後2時
場所　市民文化会館（昭和町1）
定員　25人
参加料　協力金として1シート（約1
　　　　坪）300円
申込方法　11月10日（月）までに

生活学校フリーマーケット開催
申　込
問合先

生涯学習課（生活学校事務局）
　 35-3123

荒城農業体験交流館体験教室荒城農業体験交流館体験教室
対象 市内在住・在勤の方
場所 荒城農業体験交流館（国府町八日町）
申込方法 　　・　　※定員を超えた場合は抽選

申　込
問合先　

荒城農業体験交流館
　72-1066

体験教室名 時　　間期　日 定員 参加費 申込期限

そば打ち

グラスア－ト教室

うどん打ち

お菓子つくり教室

11月26日（水）

11月17日（月）

11月19日（水）

11月20日（木）

11月19日（水）

11月12日（水）

11月13日（木）

11月10日（月）

午後7時～9時30分

午前10時～正午

午後7時～9時

午後7時～9時30分

午後1時～3時30分

15人

15人

1,000円

500円

1,000円

1,000円
10人

10人

10人

　飛驒口腔保健協議会とＪＡひだ
女性部が共催して行う講演会です。
生きるために必要な食、大切な歯、
その食を支える農業。
　今一度見直してみませんか
演題　長寿力をつけよう ！  めざせ
　　　元気な100歳食！
講師　食文化史研究家　
　　　永山久夫氏
日時　11月22日（土）
時間　午後1時30分～ 4時
場所　ＪＡひだ農業管理センター
　　　2階大ホール（冬頭町）
参加費　無料
申込先　直接会場へ

　　　　　
健康推進課　
　 ３５-３１６０

食と農の講演会
問合先

・

申込・問合先　都市整備課 　35-3176・支所基盤産業課

応募資格
①月額所得20万円以下  
②月額所得20万円以下の方で世帯の中に常時車椅子
利用者が含まれること。  
③月額所得20万円以上60万１千円以下 
　不自然に家族を分割する場合や、不自然な寄り合い世
帯などで構成された世帯は申込みできません。 
※について単身の方は一定要件を満たす必要があります。 

申込方法   都市整備課、または支所基盤産業課にある申込用
紙に記入し、所得証明、納税証明などの必要書類を添付し、11
月14日（金）までに提出（抽選となった場合は、それぞれの住宅
のある支所で抽選を行います。）
・高山地域の一部（片野第一、片野第二、片野第三、桜ヶ丘（江
名子）赤保木団地）、清見地域、高根地域、荘川地域、上宝地域
の団地につきましては随時申込を受付しております。（詳細は
お問い合わせください）

◆市営住宅入居者募集◆
名　　称 所 在 地 間  取  り 応募資格 備　考家　　賃募集戸数

①

杉ヶ丘団地
桜ヶ丘（山口）団地
桜ヶ丘（山口）団地
無数河団地（1号住宅）
桜野ハイツ団地
三福寺団地
町方野中団地
桜ヶ丘（山口）団地
久々野団地

片野町
山口町
山口町
久々野町無数河
国府町広瀬町
三福寺町
丹生川町町方
山口町
久々野町久々野

３ＤＫ（家族向け）
２ＤＫ（単身又は家族向け）※
３ＤＫ（家族向け）
２ＬＤＫ（家族向け）
１ＬＤＫ（単身又は家族向け）※
２ＬＤＫ（車椅子利用者用）
２DK(家族向け）
３ＤＫ（家族向け）
１ＤＫ（単身向け）

１戸
１戸
１戸
１戸
２戸
１戸
１戸
３戸
３戸

19,200 ～ 42,100円
20,100 ～ 44,100円
25,700 ～ 56,400円
13,300 ～ 29,300円
16,500 ～ 36,600円
23,300 ～ 42,800円
33,600 ～ 40,600円
48,100 ～ 77,400円
16,100 ～ 25,900円

公営住宅
公営住宅
公営住宅
公営住宅
公営住宅
公営住宅
特定公共賃貸住宅
特定公共賃貸住宅
特定公共賃貸住宅

②

③

ながやま ひさ お

くらしと健康くらしと健康
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図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ 問合先　市図書館「煥章館」　 32-3096

大国の狭間で～東ヨーロッパの国 （々全6回）
○第6回「失われた祖国～ポーランド」
　最終回はショパンやウイニアフスキ、モ
ニューシコ、シマノフスキなどの作品を鑑
賞します。
期日  11月17日（月）　
時間  午後7時30分～ 9時
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）

■荘川分館
　期日  11月2日（日）　
　時間  午前10時30分～ 11時
　　　　午後1時30分～ 2時
　場所  荘川分館（荘川町新渕）
■丹生川分館
　期日  11月8日（土）　
　時間  午前10時30分～正午ころ
　場所  丹生川分館（丹生川町坊方）

■展示会「私達の源氏物語」
　さまざまな関係資料を展示します。
　期日  11月8日（土）午後1時～ 5時
　　　　  　9日（日）午前10時～正午
　場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）

◎図書館の11月特集コーナー：【児童】「まじょになるには☆」　【一般】「コリャ～知らなんだ」

CDコンサート

おはなし会

源氏物語千年紀記念事業

■源氏物語に寄す～謡、筝、語りの夕べ～ 映画上映会

※参加費無料、
　当日直接会場へ

　発明考案の出願、特許・商標
の登録などについて弁理士による
無料相談会を行います。
期日  11月13日（木）
時間  午後1時～ 4時
場所  高山市役所（花岡町2）
定員　6人（先着順）
参加料　無料
申込方法　　  

　　　　　
商工課
　 ３５-３１４４

無料発明相談会
申　込
問合先

募集区画 ・宗猷寺墓地（宗猷寺
町）４区画・法華寺墓地（天性寺
町）1区画・素玄寺墓地（天性寺町）
2区画・雲龍寺墓地（若達町1丁目）
3区画・北ヶ洞墓地（左京町）7区
画・宇津江墓地（国府町宇津江）
15区画
※申込みは1人につき1区画（申込み
　多数の場合は抽選）
使用料　1㎡あたり30,000円（市内
に住所を有しない方は2倍の額）
維持管理費　1区画あたり年450円
（宇津江墓地のみ）
申込方法　11月17日（月）までに窓
口、ＨＰにある「市営墓地使用申込
書」に記入・押印し、管財課、ま
たは国府支所地域振興課に提出

　　　　　
管財課　 35-3135　
国府支所地域振興課　 72-3111

市営墓地使用者募集
問合先

　消防法に定められた一定規模以
上の旅館、ホテル、店舗、飲食店
などに選任が必要とされる防火管理
者の資格取得講習会です。
期日　11月13日（木）、14日（金）（2日間とも）
時間　午前9時～午後4時10分
場所　丹生川支所（丹生川町坊方）
定員　80人（超えた場合は選考）
参加料　2,400円（テキスト代）
申込方法　11月7日（金）までに消防
署、分署、出張所へ申込書を提出

　　　　　
高山消防署
　32-3027

第2回甲種防火管理新規講習会
申　込
問合先

・ ・

・

①絵本・紙芝居などの読み聞かせ　
②折り紙、画用紙を使った簡単な工作

体験発表、講演を通して作品の魅力を
探ります。
講師  宮田光さん（東海学園大教授）
対象  一般利用者 
期日  11月9日（日）　
時間  午後1時30分～ 4時
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）
定員  150人

「源氏物語」に関係した謡曲・仕舞な
どを鑑賞します。
対象  一般利用者 
期日  11月8日（土）　
時間  午後7時～ 9時
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）
定員  140人　

作品名 「すべての道はローマへ」
期日  11月15日（土）  
時間  午後1時30分～作品終了まで
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）

申　込
問合先　

女性青少年会館
　３２-０３９４  FAX３５-２３９４

ぎふＮＰＯセンター　 ０５８-２７５-９７３９   FAX０５８-３７２-８５０２

期日　11月3日（祝）
時間　午前10時～（現地説明会）
　　　午後12時40分～（発表会）
※一之宮町文化祭芸能発表会席
　上で行います。
※郷土館名誉館長の八賀晋さん
　に解説いただきます。
場所　現地説明会：一之宮支所
　　　集合（現地まで散策します）
　　　発表会：一之宮公民館
　　　　　　　（一之宮町）
参加料　無料
申込方法　直接会場へ

「位山道」の現地説明会
問合先 文化財課

　 35-3156

NPO講座

●NPO法人設立相談会
時間 午前10時30分～午後0時30分
●ＮＰＯ法人になったら講座
時間 午後１時３０分～午後３時３０分

場所　きりう福祉センター（桐生町8）
定員　各10人程度（先着順）
参加料　無料
申込方法 

期日 11月20日（木）
申　込
問合先　 gifu@npo-jp.net

パソコン年賀状作成講座パソコン年賀状作成講座
親子カレンダーづくり講座親子カレンダーづくり講座
パソコン年賀状作成講座
親子カレンダーづくり講座
　Microsoft Wordで年賀状の作成方法を
身につけていきます。

　Microsoft Excelでオリジナルカレン
ダーを作成、印刷します。

対象  市内在住・在勤の方 （20歳以上・女性優先）
期日  ①11月18日(火)、20日(木) 全2回
　　 ②11月15日(土) 全1回
時間  ①午前10時～12時 ②午前10時～午後3時
場所  市女性青少年会館（花里町1）
定員　①・②各10人（応募者多数の場合は抽選）
参加料  テキスト代500円（持ち物 筆記用具・
②を受講する場合は弁当等昼食の準備）
申込方法  11月9日（日）までに　　 来館・

対象　市内在住の親子（子は小学生以上）
期日　11月29日(土)
時間　午前10時～午後3時
場所　市女性青少年会館（花里町1）
定員　10組（応募者多数の場合は抽選）
参加料  無料（持ち物：筆記用具・弁当等
　　　　 昼食の準備）
申込方法  11月9日（日）までに　　・来館・

（氏名・住所・電話番号・受講希望日記載）
（氏名・住所・電話番号記載）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■講演会「源氏物語の魅力」

よう　そう

みやた　みつ

はち　が　すすむ
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　弁護士による「なんでも法律相
談」の他、融資、保障、税金、介
護等相談会を無料で開催します。
対象  どなたでも
期日  11月8日（土）
時間  午前9時30分～午後3時
場所  ろうかん（名田町5）
定員  弁護士による法律相談は7
人、その他の相談は定員なし
申込方法 弁護士による法律相談は
事前電話予約要（※１１月４日（火）
から受け付けとなります）
定員になり次第終了

対象  Ｕ・Ｉ・Ｊターン就職希望者や
一般求職者（障がい者を含む）
期日  11月11日（火）
時間  午後１時30分～ 4時
場所  市民文化会館（昭和町1）
参加料  無料

対象　飛驒地区にお住まいの方
申込方法　11月20日（木）までに商
工会議所（天満町５）まで持ち込む
※出品者には記念品を贈呈します。
※出品料無料

●展示会
期間　11月27日（木）～30日（日）
時間　午前10時～午後４時
場所　市役所地下市民ホール

期日  11月16日（日）
時間  午前10時開演
　　 （午前9時30分開場）
場所  市民文化会館（昭和町1）
入場料  無料

期日  11月16日（日）
時間  午後1時～
場所  市内滝町地区の棚田
持ち物　自作の凧（形、大きさは自由）
定員　30人程度（超えた場合は抽選）
申込方法　11月13日（木）までに

対象　国民健康保険および後期高齢者医療制度加入者（医師か
　　　ら運動制限等されていない方）
期日　12月1日（月）～3月15日（日）のうち20回（休館日は除く）
時間　午前10時から午後11時（午後10時以降の入場不可）
場所　飛驒高山クア・アルプ（越後町）
定員　450人（超えた場合は抽選）
参加料　無料
申込方法　11月12日（水）までに　　、または　　に、住所・
氏名・生年月日・電話番号・国民健康保険証番号または後期
高齢者医療制度の被保険者証の記号番号を記入の上申し込む

　凧の出来栄えや、揚がり具合を審査して、
表彰対象とし、賞品には棚田で収穫された
米などの農産物を贈呈します。

　　　　　
岐阜県労働者福祉協議会飛驒支部
　 ３２-３０１５

なんでも相談会
申　込
問合先

　　　　　

高山公共職業安定所
　 ３２-１１４４

「就職面談会」開催
問合先

　観光客誘致のスタッフとして飛驒
高山キャンペーンレディを募集して
います。応募要項は観光協会  　
をご覧いただくか、または協会事
務局までお問い合わせください。

　　　　　

飛驒高山観光協会
　 ３6-1011

飛驒高山キャンペーンレディ募集
問合先

問合先　市民活動推進課
　35-3412

問合先　農務課
　35-3141

問合先　保険医療課
　35-3137

問合先　商工会議所
　32-0380

パソコン年賀状作成講座
親子カレンダーづくり講座

第18回 高山市地区社教芸能祭
　市内21の地区から29団体が出場し、民謡や舞踊、合唱などさま
ざまな芸能を披露します。 どなたでも自由にご観覧いただけます。

棚田で凧揚げ大会

・

たこ

第4回 

HP http://www.hidatakayama.or.jp

匠の技
干支展

　特産品への理解と需要拡大を図る
ため、来年の干支｢丑（うし）｣をテーマ
とした作品や所蔵品を募集します。絵、
彫刻、版画などどのような作品物・所
蔵品物でもかまいません。
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メール　　　 市ホームページ　　   ファックス 　　　電話　　　　　  ハガキ・往復ハガキ　　　郵送

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記。

往復
ハガキ

往復
ハガキ

情報のひろば 情報情報のひろばひろば情報のひろば

●11月前半のケーブルテレビ番組（主なもの）●

※ケーブルテレビでは、このほかにもいろいろな番組を放送しています。ぜひご覧ください。

わがまち再発見

番　組　名 放　送　内　容

○月水金日  8：00～  10：30～  23：30～
○火木土　10：00～  12：30～  22：30～

○月水金日 6：30～  9：30～  22：00～
○火木土　 8：30～  11：30～  21：00～

○月水金日 12：00～  22：30～
○火木土　 14：00～  21：30～

ハイ！ 市役所です

飛驒高山情報局

11月は児童虐待防止月間

企業立地への積極的な取組み

レジ袋有料化スタート
ひだエアパーク　スカイホリデー
市場まつり  ほか

大原騒動③

　岐阜地方法務局と岐阜県人権
擁護委員連合会では、夫・パート
ナーからの暴力や職場などのセク
シャル・ハラスメント、ストーカー行
為といった女性をめぐる人権問題
の相談窓口を設置します。相談に
は、女性人権擁護委員が対応し
ます。
女性の人権ホットライン
　0570-070-810
期日　11月17日（月）～ 23日（日）
時間　午前8時30分～午後7時
（土、日は午前10時～午後5時）

女性の人権ホットライン
問合先　岐阜地方法務局人権擁護課
　　　　　058-245-3181

　岐阜労働局では、「岐阜県最
低賃金」を10月19日から時間額696
円とするように改正しました。
　「岐阜県最低賃金」は、雇用形
態に関係なく、県内で働くすべて
の労働者に適用され、ボーナス、
割増賃金、精皆勤手当、通勤手
当および家族手当は対象になりま
せん。
　なお、特定の産業に従事する
労働者には特定最低賃金が適用
されます。

岐阜県最低賃金のお知らせ
問合先　岐阜労働局賃金室
　　　　　058-245-8104

各種無料相談
●建築・安心110番ぎふ
建築にかかわる無料電話相談
期日　11月1日（土）、15日(土)
時間　午後1時～ 4時

●司法書士無料法律相談
司法書士会高山支部による法律相談所
期日　11月22日（土）
時間　午後1時～ 5時
場所　市民文化会館（昭和町1）
申込方法　事前に

●不動産無料相談
宅建協会飛驒支部による相談所
期日　11月11日（火）
時間　午後1時～ 3時
場所　宅建協会飛驒支部事務所（総和町2）
申込方法　直接会場へ

申　込
問合先　

岐阜県建築士事務所協会飛驒支部
　36-0128

申　込
問合先　

岐阜県司法書士会事務局
　058-248-1715

申　込
問合先　

岐阜県宅地建物取引業協会飛驒支部
　36-1396

【11月の献血】

6（木）

7（金）

中部電力株式会社 高山営業所

飛驒信用組合（中山支店）

高山市役所

期日 時  間 場　　所

9：00～12：00

13：30～16：00

9：00～12：00

●水道メーターの取替作業を進めています（敷地内への立入や10分程度の断水にご協力願います）。

（各支所管内の宅内修繕は、施工した指定工事店でも対応します）水道工事当番店〔11月〕問合先  上水道課 　35-3149
高山地域
期日 指定工事事業者 電　話 期日 指定工事事業者 電　話 期日 指定工事事業者 電　話

朝日・高根地域
期日 指定工事事業者 電　話

55-3074

55-3061

㈲大道石油

㈲朝日電気工事商会

国府地域

久々野地域
期日 指定工事事業者 電　話

５２-３１３１

５２-３２８４

５２-００２０

㈲山本商会

㈲洞口住設

アクシス

上宝・奥飛驒温泉郷地域

その他地域

11
月
中 

土
日
祝

期日 指定工事事業者 電　話

78-1552

53-2038

68-2109
68-2614
05769-2-2460
68-2109

丹生川支所／㈲こがいと設備

一之宮支所／ ㈲岩西石油

清見支所／㈲橋詰設備
　　　　　㈲梅地土建
荘川支所／㈲奥美濃設備
　　　　　㈲橋詰設備

1（土）
2（日）
3（祝）
8（土）
9（日）
15（土）
16（日）
22（土）
23（日）
24（祝）
29（土）
30（日）

1（土）
2（日）
3（祝）
8（土）
9（日）
15（土）
16（日）
22（土）
23（日）
24（祝）
29（土）
30（日）

1（土）
2（日）
3（祝）
8（土）
9（日）
15（土）
16（日）
22（土）
23（日）
24（祝）
29（土）
30（日）

平和プロパン瓦斯㈱
㈲桜本配管工事店
松井水道㈲ 
橋戸水道工業所 
㈱岩佐鉄工所 
㈲松野水道工事店
㈱伊藤利一商店 
飛驒冷凍空調㈱ 
高橋建設㈱ 
㈱神高高山営業所
㈲中舎工業所 
高山米穀協業組合

34-2150
32-5555
33-1219
32-3481
33-5588
33-0546
33-0222
33-5533
33-6800
33-0369
32-5479
32-3104

1（土）
2（日）
3（祝）
8（土）
9（日）
15（土）
16（日）
22（土）
23（日）
24（祝）
29（土）
30（日）

㈱森本配管工事店

吉本設備㈲ 

㈲八賀設備

国府設備

㈲上西技研

72-3067

72-3323

72-2939

72-3176

72-2285

1（土）
2（日）
3（祝）
8（土）
9（日）
15（土）
16（日）
22（土）
23（日）
24（祝）
29（土）
30（日）

㈲大下工業所

㈲大下設備工業

㈲中本設備

㈲大下工業所

 
㈲大下設備工業

0578-86-2331

0578-86-2413

0578-86-2606

0578-86-2331

0578-86-2413
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11月のこよみ

◎ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています  1日、15日の午前6時～7時・午後10時～11時

11月1日（土）

2日（日）

3日（祝）

7日（金）
8日（土）
9日（日）
15日（土）

16日（日）

23日（祝）

30日（日）

市制記念日・高山市功労者表彰式（市役所）
宇津江四十八滝感謝祭（～3日）（宇津江四十八滝）
ひだ荘川新そばまつり（～3日）（荘川町：荘川の里）
火山噴火防災訓練（奥飛驒温泉郷）
文化の日
飛驒にゅうかわ宿儺まつり（丹生川町：グリーンパークひろ野）
合掌家屋の防火訓練（飛驒の里）
集団資源回収（中山中、清見中、宮中）
秋の全国火災予防運動（～15日）
集団資源回収（新宮小、久々野地区社教）

全国ソフトミニバレーボール大会（～16日）（ビッグアリーナ）
集団資源回収（北稜中）
高山市地区社教芸能祭（市民文化会館）
高山生活学校フリーマーケット（市民文化会館）
勤労感謝の日
市民健康マラソン（中山公園陸上競技場ほか）
高山市子ども会大会（高山自動車短期大学記念講堂）

※高山地域の結婚相談は、毎週火曜日の第１・３・５週は午後０時３０分～３時３０分、第２・４週は午後５時３０分～８時３０分（11/4はお休みです）

各種相談窓口をご利用ください （11月）

高　山

丹生川

清　見

荘　川

一之宮

久々野

朝　日

高　根

国　府

上　宝

地域　　　　　　  行政相談　　　　　　　　　 心配ごと・結婚相談　　　　　　　　   人権相談

21日（金）／午後1時～4時／丹生川支所

25日（火）／午前9時～正午／荘川総合センター

19日（水）／午後6時～9時／丹生川福祉センター

 

12日（水）／午後1時～4時／荘川福祉センター 

6日（木）／午後1時～4時／飛驒位山文化交流館 

19日（水）／午後6時30分～9時30分／久々野福祉センター 

 

19日（水）／午後6時30分～9時30分／国府公民館

12日（水）／午後1時～4時／上宝保健センター

毎週水・金曜日／午後1時～4時／総合福祉センター※結婚相談日は別日 

10日（月）／午前9時～正午／清見公民館

10日（月）／午前9時～正午／高根福祉センター

19日（水）／午後6時～9時／朝日支所

おしらせ

5日（水）/午後1時～4時/国府公民館5日（水）／午後1時～4時／国府公民館

19日（水）/午後1時30分～4時/久々野福祉センター

　高山市美しい景観と潤いのあるま
ちづくり条例に基づき、大規模開発
事業の構想届出書の縦覧を11月17日
（月）まで行います。
　この構想について、11月25日（火）
まで意見を提出することができます。
事業名①　（仮称）真澄寺高山別
院新築工事
事業者名　真澄寺
内容　寺院の建設
場所　総和町3丁目93番1ほか14筆
面積　5,569.38㎡
事業名②　大洋薬品工業（株）高
山工場第27期工事
事業者名　大洋薬品工業株式会社
内容　工場（医薬品製造）の増築工事
場所　松之木町1040番12ほか10筆
面積　39,263.73㎡
縦覧場所　都市整備課

　アトピー性皮膚炎・食物アレルギー
について心配な乳幼児と保護者の
方を対象に相談会を開催します。
期日　11月21日（金）
時間　午後1時30分～ 3時30分
場所　市総合福祉センター
定員　30人（先着順）
申込方法　11月14日（金）までに
　  （託児あり・予約制10人まで
先着順）

大規模開発構想の縦覧
問合先　都市整備課
　　　　　35-3159

アトピー性皮膚炎・食物アレルギー相談会
問合先　飛驒保健所
　　　　　33-1111

問合先　秘書国際室　　35-3130

※なるべく事前に予約ください
○市長室 FAX 32-7000

○市民と市長の面談日
11月19日（水）
午前9時30分～11時30分

19日（水）/午後1時30分～4時/久々野福祉センター

19日（水）/午後1時～4時/朝日支所

5日（水）/午前10時～午後3時/丹生川支所

　身体障害者手帳をお持ちの方
で、補装具を希望される方に交付
手続きを行います。また、医師によ
る判定や現在お持ちの補装具の修
理も同時に行います。
期日　11月10日（月）
時間　午後1時30分～ 3時30分
　　　（受付は3時まで）
場所　総合福祉センター（昭和町2）
持ち物　身体障害者手帳、印鑑

身体障がい者補装具巡回相談
問合先　福祉課
　　　　　35-3139

《今後の予定》
高山市議会12月定例会／ 12月1日～19日（予定）
高山市社会福祉大会／ 12月6日

みんなで追放しよう！麻薬・覚せい剤・シンナー
麻薬・覚せい剤乱用防止運動　～11月30日
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　市内には２８5の町内会が
あり、住みよいまちづくりを積
極的に推進しています。
　その重要な役割を果たす町
内会を取りまとめる21の地区
連合町内会について、順に紹
介します。
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きらり輝く 地域活動きらり輝く 地域活動きらり輝く 地域活動
元気で明るい秋の伝統行事

谷口　茂雄さん
（下江名子町内会長）

　江名子地区では秋に２つのイベントが行われています。１つ
は敬老の日を前に江名子小学校体育館で開催する長寿会大運
動会です。｢大玉ころがし｣、｢豆で根気よく｣、伝統競技の「縄
ない競争｣などユニークな競技を行い、保育園児や小学生も
参加する地区全体の行事です。
　２つめは地区町内対抗大運動会です。以前は午前は小学校、

午後からは社教の運動会と同
日行事でしたが、最近は地域
も発展し、人口も増加して独
自の活動となってきました。地
域住民の心のつながりと仲間
づくりを大切にし、地区の行事
にはみんなが気楽に参加でき
るよう取り組んでいます。

環境美化環境美化

町内会町内会町内会町内会町内会町内会
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地
区
連
合
町
内
会

長寿会大運動会

花壇コンクールの審査
◎市民活動の相談日　毎週木曜日　午後2時～4時　ぷらっとルーム（きりう福祉センター内）

6の町内会で組織されています

江名子地区 江
名
子

江
名
子 

たにぐち　　しげ お

壇
が
見
事
金
賞
に
輝
い
た
ほ
か
、

銀
賞
、
銅
賞
各
１
団
体
、
努
力

賞
２
団
体
が
入
賞
し
ま
し
た
。

●
●

●

●

江名子保育園江名子保育園

江名子小学校江名子小学校
高山更生病院高山更生病院

高山東部工場団地高山東部工場団地

江名子保育園

江名子小学校
高山厚生病院

高山東部工場団地
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